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【中学校】
◎集団や社会の形成者として、特別活動の特質に応じて育まれる見方・考え方を働かせて、様々な集団活動に自主的・実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら直面する課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成する。
○多様な他者と協働するの様々な集団活動の意義や、そうした実践をする上で必要となることを理解し技能を身に付ける。
理解する。

○所属する様々な集団や自己の生活上の課題を見いだし、その解決のために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したり、人間関係を
よりよく構築したりすることができるようにする。

○自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かし、人間関係をよりよく構築しようとしたり、集団生活や社会をよりよく形成
しようとしたり、人間としての生き方についての考えを深め自己の実現を図ろうとしたりする態度を育てる。

【小学校】
◎集団や社会の形成者として、特別活動の特質に応じて育まれる見方・考え方を働かせて、様々な集団活動に自主的・実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を改善することを通して、次のとおり資質・能力を育成する。
○多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、そうした実践をする上で必要となることを理解し技能を身に付ける。
○所属する様々な集団や自己の生活上の課題を見いだし、その解決のために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したり、人間関係を
よりよく構築したりすることができるようにする

○自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かし、人間関係をよりよく構築しようとしたり、集団生活をよりよく形成しよう
としたり、自己の生き方についての考えを深め自己の実現を図ろうとしたりする態度を育てる。
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特別活動における自主的・実践的な活動や生徒指導の機能、ガイダンスの機能が学級生活の基盤、学校生活の基盤をつくる

【高等学校】
◎集団や社会の形成者として、特別活動の特質に応じて育まれる見方・考え方を働かせて、様々な集団活動に自主的・実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら葛藤や問題解決を繰り返すことを通して、次のとおり資質・能力を育成する。
○多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、そうした実践をする上で必要となることを理解し技能を身に付ける。
○所属する様々な集団や自己の生活上の課題を見いだし、その解決のために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したり、人間関係を
よりよく構築したりすることができるようにする。

○自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かし、人間関係をよりよく構築しようとしたり、集団か生活や社会をよりよく形成
しようとしたり、人間としての在り方生き方についての考えを深め自己の実現を図ろうとしたりする態度を育てる。
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各教科等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用して、集団や社会の形成者という視点から問題を見出し、
よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現の視点からその問題を解決するために考えること

《特別活動における「見方・考え方」》
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【健康な心と体】 【自立心】 【協同性】 【道徳性・規範意識の芽生え】 【社会生活との関わり】 【思考力の芽生え】 【自然との関わり・生命尊重】

・幼稚園生活の中で満足
感や充実感を持って自分
のやりたいことに向かっ
て心と体を十分に働かせ
ながら取り組み、見通しを
持って自ら健康で安全な
生活を作り出していける
ようになる。

・自分の力で行うために
思いを巡らし、自分でし
なければならないことを
自覚して行い、諦めずに
やり遂げることで満足感
や達成感を味わいなが
ら、自信を持って行動す
るようになる。

・友達との関わりを通じ
て、互いの思いや考え
などを共有し、実現に
向けて、工夫したり、協
力したりする充実感を
味わいながらやり遂げ
るようになる。

・家族を大切にしようとする気持ちを持
ちつつ、いろいろな人と関わりながら、
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に
一層の親しみを持つようになる。
・情報を伝え合ったり、情報に基づき
思い合わせたりるようになるとともに、
公共の施設を大切にしたり、社会全体
とのつながりの意識等が芽生えるよう
になる。

・身近な事象に好奇心や探究心を持っ
て思いを巡らしながら積極的に関わり、
物の性質や仕組み等に気付いたり、予
想したり、工夫したりなどして多様な関
わりを楽しむようになるとともに、友達
と考えを思い合わせるなどして、新しい
考えを生み出す喜びを感じながら、よ
りよいものにするようになる。

・自然に触れて感動する体験を
通して、自然の変化などを感じ取
り、身近な事象への関心が高ま
りつつ、自然への愛情や畏敬の
念を持つようになる。

・身近な動植物を命あるものとし
て、いたわり大切にする気持ちを
持つようになる。

・よいことや悪いことが分かり、
相手の立場に立って行動する
ようになり、自分の気持ちを調
整し、友達と折り合いを付けな
がら、決まりの大切さが分かり
守るようになる。

【幼児教育】


